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は
じ
め
に

芸
術
家
に
は
、
若
い
こ
ろ
に
他
の
芸
術
家
と
出
会
っ
て
互
い
に
影
響
し
合
う

時
期
が
あ
る
。
本
稿
で
述
べ
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
の
あ
る
画
家
と
作
家
と
が
一

九
世
紀
半
ば
に
出
会
っ
て
同
じ
時
間
を
過
ご
し
、
や
が
て
共
通
す
る
よ
う
な
意

識
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
を
確
立
さ
せ
て
い
っ
た
物
語
で
あ
る
。

当
時
、
イ
タ
リ
ア
は
三
度
の
独
立
戦
争
を
伴
う
国
家
統
一
を
目
指
す
運
動

（
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
）
の
最
中
に
あ
っ
て
、
芸
術
の
都
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
多

く
の
芸
術
家
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
カ
フ
ェ
に
通
っ
て
は
芸
術
談

義
に
熱
中
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
戦
争
に
義
勇
兵
と
し
て
参
戦
し
た
り
し
な

が
ら
新
し
い
芸
術
を
花
咲
か
せ
て
い
っ
た
。

本
稿
で
焦
点
を
あ
て
る
テ
レ
マ
コ
・
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
（
一
八
三
五
―
一
九
〇

一
）
と
カ
ル
ロ
・
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
（
一
八
二
六
―
一
八
九
〇
）
も
そ
の
中
に
い

た
。
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
出
身
の
マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
の
主
要

画
家
で
あ
り
、
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
を
確
立
さ
せ
た
。
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
同
じ

く
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
出
身
の
作
家
で
、
政
治
や
子
供
の
教
育
に
関
心
を
寄
せ
て

様
々
な
評
論
や
『
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
』
を
書
い
た
。
二
人
の
接
点
は
、
そ
れ

ほ
ど
濃
厚
で
は
な
く
、
一
八
五
五
年
頃
の
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
芸
術
を
確
立
し
て
い
く
が
、
そ
こ
に
共
通
の
も
の
が

あ
る
と
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
が
実
現
し
て
い
く
な
か
で
二
人
の
芸
術

が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
二
人
の

接
点
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
に
お
け
る
考
え
方
を
確
認
し
て
い
く
。
そ
う
す

る
と
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会
状
況
を
反
映
さ
せ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
を
獲

（
1
）

（
2
）

（
3
）

イ
タ
リ
ア
一
九
世
紀
に
お
け
る
マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
の
絵
画
と 

『
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
』

― 
テ
レ
マ
コ
・
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
と
カ
ル
ロ
・
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
の
接
点
と
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム 
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得
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

を
見
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
と
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
リ
ア
リ

ズ
ム
の
考
え
方
と
い
う
の
は
、
単
に
二
人
に
共
通
す
る
手
法
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
の
一
九
世
紀
後
半
の
芸
術
家
た
ち
に
通
底
す
る
も
の

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

１　

独
立
戦
争
か
ら
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
へ

ま
ず
一
九
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
イ
タ
リ
ア
は
、

フ
ラ
ン
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
。
一
七
九
六
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
イ
タ
リ
ア
に
遠
征
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
・
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
軍
を
破
り
、
北
イ
タ
リ
ア
に
チ
ザ
ル
ピ
ナ

共
和
国
を
樹
立
さ
せ
た
。
さ
ら
に
一
八
〇
〇
年
、
再
び
侵
攻
し
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
軍
を
退
却
さ
せ
、
イ
タ
リ
ア
の
ほ
ぼ
全
土
を
フ
ラ
ン
ス
が
分
割
支
配
す
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
一
八
〇
二
年
に
チ
ザ
ル
ピ
ナ
共
和
国
を

自
ら
を
大
統
領
と
す
る
イ
タ
リ
ア
共
和
国
と
し
、
さ
ら
に
一
八
〇
五
年
に
は
ミ

ラ
ノ
を
首
都
と
し
て
自
ら
を
国
王
と
す
る
イ
タ
リ
ア
王
国
に
改
称
し
た
。
一
八

〇
六
年
、
ナ
ポ
リ
王
国
を
占
領
し
、
姉
妹
国
と
し
て
支
配
下
に
お
き
、
一
八
〇

八
年
、
ロ
ー
マ
と
教
皇
領
を
直
轄
地
と
し
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
一
八

一
二
年
の
ロ
シ
ア
遠
征
で
敗
れ
る
と
、
一
八
一
四
年
に
ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
連
合
軍
が
パ
リ
に
入
城
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

は
退
位
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
一
八
一
四
―
一
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
会
議

が
開
催
さ
れ
、
北
イ
タ
リ
ア
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
下
に
移
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
地
域
は
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
、
ト
ス
カ
ー
ナ
公
国
、
ロ
ー

マ
教
皇
国
家
、
両
シ
チ
リ
ア
王
国
な
ど
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
全
体

と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
力
が
強
い
ウ
ィ
ー
ン
体
制
と
な
っ
た
。
一
方

で
ウ
ィ
ー
ン
体
制
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
民
族
主
義
的
な
運
動
が
起
こ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
に
弾
圧
さ
れ
て
い
く
。
一
八
三
一
年
に
な
る
と
ジ
ュ
ゼ
ッ

ペ
・
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
が
「
青
年
イ
タ
リ
ア
」
を
結
成
し
て
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト

の
運
動
を
推
進
し
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
な
ど
で
蜂
起
す
る
が
失
脚
す
る
。
一
八
四
八

年
、
フ
ラ
ン
ス
で
二
月
革
命
が
起
こ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
反
乱
が
盛
り

上
が
り
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
が
終
息
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
連
動
し

て
、
シ
チ
リ
ア
で
暴
動
が
起
こ
り
、
両
シ
チ
リ
ア
王
国
で
憲
法
制
定
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ト
ス
カ
ー
ナ
公
国
や
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
、
ロ
ー
マ
教

皇
国
家
で
も
憲
法
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ミ
ラ
ノ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

市
民
が
蜂
起
し
、
共
和
制
を
宣
言
す
る
。
そ
れ
を
支
援
す
る
か
の
よ
う
に
サ
ル

デ
ー
ニ
ャ
王
国
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
宣
戦
布
告
を
し
て
、
第
一
次
独
立
戦
争
を

始
め
る
。
し
か
し
、
強
力
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
に
敗
れ
、
都
市
蜂
起
も
鎮
圧
さ

れ
る
。
ロ
ー
マ
で
も
、
翌
一
八
四
九
年
、
共
和
政
と
イ
タ
リ
ア
統
一
を
目
指
す

動
き
が
高
ま
り
、
ロ
ー
マ
共
和
国
を
成
立
さ
せ
、
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
が
共
和
政
を

実
現
さ
せ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が
侵
攻
し
て
き
て
潰
さ
れ
て
、
第
一
次

独
立
戦
争
は
終
わ
る
。
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一
八
五
五
年
に
な
る
と
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
を
得

る
よ
う
に
な
っ
て
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
参
戦
し
、
ロ
シ
ア
軍
と
戦
う
。
戦
後
の
パ

リ
講
和
会
議
な
ど
で
首
相
の
カ
ミ
ッ
ロ
・
カ
ヴ
ー
ル
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の

信
頼
を
得
て
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
の
国
際
的
地
位
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
す

る
。
そ
の
上
で
カ
ヴ
ー
ル
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
軍
事
同
盟
を
結
び
、
一
八

五
九
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
相
手
に
第
二
次
独
立
戦
争
を
開
戦
し
、
優
位
に

戦
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
単
独
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
講

和
を
結
ん
で
し
ま
い
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
併
合
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
は
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
を
優
先
し
て
フ

ラ
ン
ス
と
の
関
係
強
化
を
決
め
、
サ
ヴ
ォ
イ
ア
と
ニ
ー
ス
を
フ
ラ
ン
ス
に
割
譲

し
、
中
部
イ
タ
リ
ア
の
併
合
を
進
め
た
。
一
八
六
〇
年
、
か
つ
て
「
青
年
イ
タ

リ
ア
」
に
属
し
て
い
た
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
が
、
千
人
隊
（
赤
シ
ャ
ツ
隊
）
と
い
う

義
勇
兵
を
率
い
て
、
シ
チ
リ
ア
を
占
領
し
、
さ
ら
に
ナ
ポ
リ
に
入
城
し
て
南
イ

タ
リ
ア
を
解
放
し
た
。
一
方
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
国
家
に
侵

攻
し
、
さ
ら
に
南
下
す
る
。
カ
ヴ
ー
ル
は
、
主
導
権
を
奪
わ
れ
る
の
を
恐
れ
、

シ
チ
リ
ア
と
南
イ
タ
リ
ア
で
住
民
投
票
を
行
わ
せ
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
へ
の

併
合
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
一
八
六
〇
年
に
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国

ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
＝
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
と
会
見
し
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
に
シ

チ
リ
ア
と
南
イ
タ
リ
ア
を
献
上
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
つ
い
に
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン

ト
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
ロ
ー
マ
教
皇
領
を
残
し
て
事
実
上
達
成
す
る
こ
と
に
な

る
。
一
八
六
一
年
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
の
サ
ヴ
ォ
イ
ア
王
家
を
国
王
と
す
る

イ
タ
リ
ア
王
国
が
ト
リ
ノ
を
首
都
と
し
て
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、

一
八
六
五
年
に
首
都
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
移
し
、
一
八
六
六
年
に
第
三
次
独
立

戦
争
を
起
こ
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
併
合
し
、
一
八
七
〇
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
領

を
併
合
し
て
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
の
は
、
多
く
の
犠
牲
の
上
に
達
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
独
立
戦
争
に
は
多
く
の
市
民
た
ち
も
義
勇
兵
と

し
て
参
加
し
た
。
本
稿
で
触
れ
る
芸
術
家
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
を
胸

に
し
な
が
ら
戦
争
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
カ
ル
ロ
・
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
の
場
合
を
見
て
み
た
い
。

コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
弟
パ
オ
ロ
と
と
も
に
、
一
八
四
八
年
の
第
一
次
独
立
戦

争
に
参
加
し
た
。
当
時
二
二
歳
の
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ピ

ア
ッ
テ
ィ
書
店
に
就
職
し
て
い
て
、
新
刊
カ
タ
ロ
グ
掲
載
の
書
評
な
ど
を
書
い

た
り
、
音
楽
雑
誌
や
日
刊
新
聞
な
ど
に
評
論
を
執
筆
し
た
り
し
て
い
た
。
パ
オ

ロ
は
、
三
歳
年
下
で
、
後
に
ジ
ノ
ー
リ
窯
の
支
配
人
に
な
り
、
カ
ル
ロ
を
支
え

る
。
二
人
は
ト
ス
カ
ー
ナ
の
義
勇
兵
大
隊
の
遊
撃
部
隊
に
加
わ
り
、
四
月
一
日

に
ヴ
ェ
ネ
ト
に
向
け
て
出
発
し
、
様
々
な
戦
場
を
回
り
な
が
ら
マ
ン
ト
ヴ
ァ
を

目
指
し
た
。
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
勤
め
先
で
あ
っ
た
ピ
ア
ッ
テ
ィ
書
店
の
経
営

責
任
者
ア
イ
ア
ッ
ツ
ィ
宛
に
戦
場
か
ら
い
く
つ
か
手
紙
を
書
い
て
い
た
。
マ
ン

ト
ヴ
ァ
近
郊
の
モ
ン
テ
ッ
ジ
ャ
ー
ナ
か
ら
送
っ
た
一
八
四
八
年
四
月
一
四
日
付

け
の
手
紙
を
見
て
み
た
い
。
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コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
と
の
戦
い
の
前
線
で
恐
怖
感
を
も
ち

な
が
ら
も
立
ち
向
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
軍
隊
の
こ
と
、
敵
と
の
散
発
的
な

衝
突
や
負
傷
兵
と
の
出
会
い
の
こ
と
、
脱
走
兵
の
こ
と
な
ど
を
見
聞
き
し
、
実

際
に
体
験
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
七
月
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
軍
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
軍
に
大
敗
し
た
。
こ
の
時
、
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
無
念
な
思
い
で
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
に
戻
っ
た
は
ず
で
、
す
ぐ
に
行
動
に
移
す
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、「
熱
狂

的
な
マ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
主
義
者
」
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
弟
パ
オ
ロ
ら

と
協
力
し
た
新
聞
『
ラ
ン
ピ
オ
ー
ネ
』（
一
八
四
八
年
七
月
一
三
日
―
一
八
四

九
年
四
月
一
一
日
）
の
創
刊
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
ピ
オ
ー
ネ
と
は
、
街
灯
と
い
う

意
味
で
、「
暗
闇
の
中
で
手
探
り
す
る
人
々
に
光
を
当
て
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
自
由
と
独
立
を
標
榜
す
る
風
刺
新
聞
で
あ
っ
た
。
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
の
反

キ
リ
ス
ト
教
、
反
教
権
主
義
の
原
点
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
各
号
の
最
初
の

ペ
ー
ジ
に
は
、
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
背
景
を
も
つ
記
事
が
掲
載
さ

れ
、
中
程
の
ペ
ー
ジ
に
は
風
刺
記
事
や
小
説
が
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
国
内

外
の
ニ
ュ
ー
ス
や
、
風
刺
画
家
マ
タ
レ
ッ
リ
と
サ
ネ
ー
ジ
の
風
刺
漫
画
が
掲
載

さ
れ
た
と
い
う
。
一
八
四
八
年
七
月
二
四
日
の
記
事
で
、
ト
ス
カ
ー
ナ
で
安
定

し
た
幸
福
を
得
る
唯
一
の
手
段
は
、
民
主
的
な
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る

と
書
い
た
り
、
八
月
一
四
日
の
記
事
で
「
私
た
ち
が
戦
争
を
し
、
負
け
た
王
を

信
頼
し
よ
う
。
人
々
の
信
頼
を
取
り
戻
そ
う
。
そ
し
て
打
ち
勝
と
う
」
と
書
い

た
り
し
、
市
民
た
ち
を
鼓
舞
し
よ
う
と
し
た
。

長
年
の
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
へ
の
夢
や
理
想
を
追
い
求
め
る
よ
う
に
、
コ
ッ

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

ボ
ル
ゴ
フ
ォ
ル
テ
に
面
し
た
ポ
ー
川
の
右
岸
に
い
て
、
マ
ン
ト
ヴ
ァ
に

向
か
っ
て
進
む
た
め
に
、
左
側
を
通
過
す
る
命
令
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
日
の
朝
五
時
か
ら
夕
方
五
時
に
か
け
て
、
マ
ン
ト
ヴ
ァ
の
一
部
か
ら
連

続
し
て
大
砲
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ペ
ス
キ
エ
ー
ラ
は
今
日
降
伏
し

た
よ
う
で
、
ポ
ー
川
の
右
岸
の
こ
こ
に
あ
る
大
砲
は
、
他
の
岸
に
現
れ
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
た
ち
に
向
け
て
発
砲
さ
れ
ま
し
た
。
昨
夜
、
耳
を
傾
け
て

い
た
ら
、
ド
イ
ツ
人
の
悪
漢
が
略
奪
、
ボ
ル
ゴ
フ
ォ
ル
テ
と
近
隣
の
農
家

の
住
民
た
ち
の
混
乱
と
恐
怖
の
叫
び
が
と
て
も
よ
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
若
い
義
勇
兵
た
ち
が
、
敵
の
略
奪
に
よ
っ
て
う
め
く

人
々
の
声
を
遠
く
か
ら
聞
い
て
い
た
と
い
う
戦
況
の
一
端
を
報
告
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
五
月
六
日
付
の
手
紙
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
、
私
た
ち
は
要
塞
の
大
砲
か
ら
三
マ
イ
ル
離
れ
た
モ
ン
タ
ナ
ラ
の
野

外
キ
ャ
ン
プ
に
い
ま
す
。
過
ご
し
た
夜
は
さ
ほ
ど
美
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
湿
地
の
恐
ろ
し
い
湿
気
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
目
と
鼻
の
先
の
マ
ン
ト
ヴ
ァ
行
き
の
幹
線
道
路
に
ド
イ
ツ

の
バ
リ
ケ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
最
後
の
歩
哨
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
歩
哨
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
の
で
、
銃
剣
の
輝
き
が
は
っ
き

り
と
見
え
、
私
た
ち
の
も
の
と
思
わ
れ
る
ド
ラ
ム
が
聞
こ
え
ま
す
。 （

4
）

（
5
）
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ロ
ー
デ
ィ
は
、
一
八
五
九
年
の
第
二
次
独
立
戦
争
に
も
義
勇
兵
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
を
決
意
す
る
。
一
八
五
九
年
四
月
に
ピ
ネ
ロ
ー
ロ
に
駐
留
し
て
い
た
騎

兵
大
隊
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
意
思
の
強
さ
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
。
同
年
八
月
二
二
日
付
け
の
退
役
時
に
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
軍
当
局
が
作
成

し
た
文
書
に
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
の
毛
髪
と
眉

毛
の
色
は
「
く
す
ん
だ
ブ
ロ
ン
ド
」、
目
は
「
暗
褐
色
」、
鼻
は
「
形
の
良
い
」、

口
は
普
通
の
大
き
さ
、
顎
は
「
丸
い
」、
顔
は
「
細
長
」、
顔
色
は
「
普
通
」
と

さ
れ
、
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
年
齢
を
七
歳
も
若
く
偽
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
退
役
文
書
に
よ
れ
ば
、
義
勇
兵
の
登
録
時
に
、
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は

三
二
歳
で
は
な
く
二
五
歳
、
つ
ま
り
生
年
月
日
を
一
八
二
六
年
一
一
月
二
四
日

で
は
な
く
一
八
三
四
年
四
月
二
七
日
の
生
ま
れ
と
偽
り
を
記
し
て
い
た
。
そ
の

理
由
は
、
お
そ
ら
く
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
入
隊
資
格
が
二
〇
歳
か
ら
二
五
歳
ま
で

の
若
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
戦
争
か
ら
戻
る
と
、
翌
一
八
六
〇
年
に
『
ラ
ン

ピ
オ
ー
ネ
』
の
第
二
シ
リ
ー
ズ
を
再
開
さ
せ
た
（
一
八
七
七
年
ま
で
）
の
で
あ

る
。
そ
の
最
初
の
号
（
五
月
一
五
日
）
で
「
今
、
我
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
イ
タ

リ
ア
は
、
一
つ
で
あ
り
、
自
由
、
独
立
で
あ
る
。
我
々
の
政
党
は
、
国
家
で
あ

り
、
我
々
の
読
者
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
の
憲
法
上
の
君
主

制
へ
の
併
合
に
自
発
的
に
投
票
し
た
三
六
万
六
五
七
一
人
で
あ
る
」
と
書
い
た

の
で
あ
る
。『
ラ
ン
ピ
オ
ー
ネ
』
の
読
者
は
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
を
支
持
し
た

人
々
に
重
な
る
と
の
自
負
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
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）

一
方
の
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
の
場
合
も
見
て
み
た
い
。
彼
も
二
四
歳
の
時
に
第
二

次
独
立
戦
争
に
参
加
し
て
い
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
美
術
学
校
出
身
の
画
家
で
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
実
証
主
義
も
学
び
、
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ョ
セ
フ
・
プ
ル
ー
ド
ン
の

社
会
哲
学
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
彼
は
、
後
述
す
る
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
仲
間
の
オ
ド
ア
ル
ド
・
ボ
ッ
ラ
ー
ニ
や
デ
ィ
エ
ゴ
・
マ
ル
テ
ッ

リ
ら
と
と
も
に
ト
ス
カ
ー
ナ
の
砲
兵
隊
に
志
願
し
た
。「
マ
セ
ル
大
佐
と
パ
ル

ミ
エ
リ
将
軍
の
指
揮
の
下
、
五
番
目
の
砲
手
と
し
て
初
戦
の
戦
闘
を
戦
っ
た
。

そ
の
後
、
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
の
指
揮
の
下
、
モ
デ
ナ
の
駐
屯
地
で
、
チ
ェ
ッ
コ
・

ア
ン
ジ
ョ
リ
、
ジ
ョ
リ
ッ
ク
に
会
い
、
義
勇
兵
の
友
人
マ
ル
ク
ッ
チ
、
チ
ェ

チ
ョ
ー
ニ
、
ボ
ッ
ラ
ー
ニ
、
ボ
ッ
チ
ェ
ラ
ー
ト
、
ウ
ジ
ェ
ッ
リ
、
ネ
ス
テ
ィ
、

ペ
ス
テ
リ
ー
ニ
ら
に
再
会
し
た
」
と
さ
れ
る
。

そ
の
時
の
戦
争
の
状
況
は
悲
惨
で
、「
畑
は
死
体
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
腕
の
か

け
ら
、
大
砲
で
散
ら
ば
っ
た
木
々
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。〔
彼
は
〕
そ
の
時
、

太
陽
が
沈
み
、
悲
惨
な
現
場
を
通
り
抜
け
た
」
と
い
う
。
た
だ
従
軍
中
も
、
戦

い
の
光
景
な
ど
を
デ
ッ
サ
ン
と
し
て
残
し
て
い
て
、
戦
争
か
ら
戻
っ
た
後
に
、

い
く
つ
か
の
戦
争
画
を
描
い
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
《
モ
ン
テ
キ
ア
ロ
の

ト
ス
カ
ー
ナ
砲
兵
隊
》（
一
八
六
〇
年
）
で
あ
り
、《
フ
ラ
ン
ス
の
ズ
ア
ー
ヴ
兵

と
ト
ス
カ
ー
ナ
の
大
砲
の
ル
ビ
エ
ラ
入
城
》（
図
１
）
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、

一
八
五
九
年
末
か
ら
一
八
六
〇
年
初
頭
の
間
に
、
友
人
の
た
め
に
描
い
た
も
の

で
あ
る
。
第
二
次
独
立
戦
争
時
の
出
来
事
に
も
と
づ
い
て
い
て
、
街
の
城
門
に

入
ろ
う
と
す
る
大
砲
連
隊
を
中
心
的
な
モ
チ
ー
フ
と
し
た
。
作
品
の
左
側
に
、

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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銃
剣
を
肩
に
フ
ラ
ン
ス
三
色
旗

を
誇
ら
し
げ
に
掲
げ
て
進
む
大

隊
の
主
要
部
を
描
い
た
。
右
側

に
は
、
狭
い
草
地
の
テ
ン
ト
の

そ
ば
で
突
っ
立
っ
て
光
景
を
眺

め
て
い
る
ズ
ア
ー
ヴ
兵
の
グ

ル
ー
プ
が
い
る
。
反
対
側
の
背

景
に
は
、
平
和
な
日
常
の
民
家

と
樹
木
を
挿
入
さ
せ
て
い
る
。

シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
は
、
悲
惨
な
戦

争
体
験
を
描
く
の
で
は
な
く
、

日
常
と
し
て
体
験
し
た
進
軍
の

様
子
や
田
舎
の
平
穏
な
現
実
の

風
景
を
淡
々
と
描
く
こ
と
に
集

中
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

２　

カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
の
出
会
い
の
頃

こ
こ
か
ら
は
、
二
人
の
出
会
い
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
中
心
部
、
カ
ヴ
ー
ル
通
り
に
あ
っ
た
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
と
い
う
名
の
カ
フ
ェ
で
あ
っ
た
。
一
八
五
五
年
頃
を
中
心
に
多
く
の
芸

（
17
）

術
家
や
文
化
人
た
ち
が
集
い
、
と
く
に
美
術
で
は
後
に
マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
と

い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
有
名
と
な
っ
た
カ
フ
ェ
で
あ
る
。
シ

ニ
ョ
リ
ー
ニ
と
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
（
図
２
）
が
こ
こ
で
出
会
っ
た
。

ま
ず
は
、
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
の
動
き
か
ら
追
っ
て
み
よ
う
。
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ

は
、
一
八
五
二
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
美
術
学
校
に
入
学
す
る
と
、
学
校
に
近

か
っ
た
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
通
う
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
が
イ
タ
リ
ア

各
地
か
ら
画
家
や
学
生
た
ち
の
た
ま
り
場
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
後
の
マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
の
仲
間
た
ち
、
ト
ス
カ
ー
ナ
か
ら
シ
ニ
ョ
リ
ー

ニ
の
他
に
、
オ
ド
ア
ル
ド
・
ボ
ッ
ラ
ー
ニ
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
・
セ
ル
ネ
ー
ジ
、

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ァ
ッ
ト
ー
リ
、
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
・
チ
ェ
チ
ョ
ー
ニ
、
ク
リ

ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
バ
ン
テ
ィ
、
セ
ラ
フ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
テ
ィ
ヴ
ォ
リ
ら
、
ナ

ポ
リ
か
ら
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
ッ
バ
テ
ィ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
ヴ
ィ
ン
チ
ェ

ン
ツ
ォ
・
カ
ビ
ア
ン
カ
と
フ
ェ
デ
リ
コ
・
ザ
ン
ド
メ
ネ
ギ
、
フ
ェ
ラ
ー
ラ
か

ら
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ボ
ル
デ
ィ
ー
ニ
、
ロ
マ
ー
ニ
ャ
か
ら
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
・

レ
ー
ガ
、
ペ
ー
ザ
ロ
か
ら
ヴ
ィ
ー
ト
・
ダ
ン
コ
ー
ナ
な
ど
が
集
ま
っ
て
い
た
。

（
18
）

図１　�テレマコ・シニョリーニ《フランスのズアーヴ兵とトスカーナの大
砲のルビエラ入城》1860年頃、油彩、ピッティ宮殿近代美術館

図２　�テレマコ・シニョリー
ニ「カルロ・ロレン
ツィーニ」

　　　�Caricaturisti e 
Caricaturati al Cafè 
“Michelangiolo”

（1893）挿絵
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も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
当
時
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
若
い
画
家
た
ち
は
、
ブ
ル

ジ
ョ
ア
階
級
に
親
し
ま
れ
て
い
た
後
期
ロ
マ
ン
主
義
的
な
歴
史
画
に
親
近
感
を

持
つ
も
の
が
多
か
っ
た
。
デ
ィ
・
テ
ィ
ヴ
ォ
リ
は
、
帰
郷
後
に
戸
外
制
作
の
作

品
を
発
表
し
て
い
る
。
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
も
大
い
に
触
発
さ
れ
た
ひ
と
り
で
あ
っ

た
。次

に
、
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
話
を
第
一
次
独
立
戦
争
参

戦
後
の
頃
に
戻
す
と
、『
ラ
ン
ピ
オ
ー
ネ
』
が
創
刊
翌
年
の
一
八
四
九
年
に
ト

ス
カ
ー
ナ
の
臨
時
共
和
制
政
府
の
弾
圧
を
受
け
て
、
休
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
音
楽
批
評
紙
『
イ
タ
リ
ア
・
ム
ジ
カ
ー
レ
』
や
美
術
評
論
誌
『
ア
ル

テ
』、『
ガ
ゼ
ッ
タ
・
デ
ィ
タ
リ
ア
』
紙
、『
ナ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
』
紙
な
ど
に
寄
稿

す
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
五
三
年
に
は
、
文
学
・
芸
術
・
演
劇
の
総
合
誌
『
ア

ル
テ
』
の
編
集
主
幹
を
務
め
る
な
ど
、
文
化
芸
術
の
世
界
で
批
評
家
、
編
集
者

と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
中
、
自
然
な
流
れ
と
し
て
彼
も
カ

フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
集
う
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
文
化
人
た

ち
と
交
流
す
る
な
か
で
、
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
と
も
親
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、「
フ
ラ
ン
ス
語
を
完
全
に
自
分
の
も
の
と
し
、

楽
譜
を
読
み
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
を
学
ん
だ
。［
…
］
彼
は
情
熱
的
な
ピ
ア

ニ
ス
ト
で
あ
り
、
美
し
い
手
を
持
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
、
ま
た
「
少
し
女
性
的

で
ほ
と
ん
ど
精
神
的
」
な
人
物
だ
っ
た
と
い
う
人
物
評
が
あ
る
。
独
立
戦
争
に

参
加
す
る
な
ど
愛
国
的
な
人
物
と
さ
れ
る
が
、
芸
術
的
な
も
の
を
愛
す
る
精
神

（
22
）

シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
は
「
実

際
に
、
毎
日
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
冗
談
や
た
く
ら
み
の
遊
び
が
あ
り
、
ト
ス
カ
ー

ナ
の
田
舎
の
小
唄
や
流
行
歌
が
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
歌
わ
れ
、
カ
フ
ェ
の
窓

辺
や
通
り
の
ベ
ン
チ
を
埋
め
た
大
勢
の
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
そ
し
て
誰

か
し
ら
が
、
も
う
も
う
と
し
た
煙
草
の
煙
の
な
か
で
足
を
机
の
上
に
の
せ
、
会

話
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
友
人
の
グ
ル
ー
プ
や
、
自
分
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
た

い
と
い
う
欲
望
に
と
り
つ
か
れ
、
大
理
石
の
机
の
上
部
を
自
分
の
腕
に
結
び
付

け
て
持
ち
上
げ
て
み
せ
て
い
る
誰
か
（
こ
れ
ら
す
べ
て
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お

定
ま
り
の
突
き
刺
さ
る
よ
う
な
皮
肉
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
が
）
を

ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

こ
う
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
、
若
く
て
進
歩
的
だ
っ
た
彼
ら
は
、
外
国
人
た

ち
も
受
け
入
れ
た
。
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
や
エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
、
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
テ
ィ
ソ
と
い
っ
た
芸
術
家
た
ち
が
来
訪
し
た
。
さ
ら
に
、
ド
メ
ニ
コ
・
ゲ

ラ
ッ
ツ
ィ
（
作
家
・
政
治
家
）
や
ア
ッ
リ
ー
ゴ
・
ボ
イ
ト
（
詩
人
・
オ
ペ
ラ
作

曲
家
）
な
ど
作
家
や
音
楽
家
た
ち
も
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
集
っ
て
い

た
。
彼
ら
か
ら
多
く
を
学
び
、
新
し
い
考
え
や
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
る
土
壌

を
作
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
う
ち
セ
ラ
フ
ィ
ー
ノ
・
デ
・
テ
ィ
ヴ
ォ
リ
は
、
一
八
五
五
年
の
パ
リ

万
国
博
覧
会
を
訪
ね
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
絵
画
手
法
に
衝
撃
を
受
け
て
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
に
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
を
持
ち
帰
り
、
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
の
仲
間
た
ち
に
報
告
し
た
。
そ
れ
は
、
マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
の
取
り
組
み
に

（
19
）

（
20
）

（
21
）
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的
な
人
間
で
も
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
。

コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
一
八
五
三
年
の
『
ラ
ン
ピ
オ
ー
ネ
』
創
刊
時
に
援
助
を

受
け
た
父
方
の
叔
父
に
再
び
援
助
を
受
け
て
、『
ス
カ
ラ
ム
ッ
チ
ャ
』
の
編
集

長
と
な
る
。
彼
は
、
文
学
か
ら
芸
術
、
演
劇
、
音
楽
に
わ
た
る
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
記
事
を
書
き
、
新
し
い
パ
ロ
デ
ィ
も
発
表
し
続
け
た
。
彼
が
か
つ
て
在
籍

し
て
い
た
雑
誌
『
ア
ル
テ
』
は
、『
ス
カ
ラ
ム
ッ
チ
ャ
』
に
掲
載
さ
れ
た
コ
ッ

ロ
ー
デ
ィ
の
オ
ペ
ラ
の
「
椿
姫
」
な
ど
の
記
事
に
つ
い
て
、
彼
は
「
鋭
く
て
皮

肉
な
ペ
ン
で
す
べ
て
書
く
」
と
賞
賛
を
し
て
い
る
。

シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
も
、
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
と
の
交
流
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。１

８
４
８
年
か
ら
１
８
５
５
年
に
か
け
て
、
ベ
ッ
ペ
・
ド
ル
フ
ィ
、
ポ

ル
ド
・
モ
ン
ト
ゥ
ッ
チ
ェ
ッ
リ
、
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
ウ
ッ
シ
、
ア
ウ
グ
ス

ト
・
ア
ル
ナ
ル
ド
、
グ
リ
エ
ル
モ
・
パ
ン
パ
ー
ナ
、
そ
し
て
カ
ル
ロ
・
ロ

レ
ン
ツ
ィ
ー
ニ
〔
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
の
こ
と
〕
と
と
も
に
、
ア
ン
ジ
ョ
リ
ー

ノ
・
ト
リ
ッ
カ
の
風
刺
の
静
脈
が
、
こ
う
し
た
わ
れ
わ
れ
の
全
て
の
カ
リ

カ
チ
ュ
ア
や
ジ
ョ
ー
ク
や
筆
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
当
時
の
襟
を

つ
か
ん
だ
。
彼
ら
は
仲
間
で
あ
り
、
共
犯
者
で
あ
っ
た
。

シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
は
、
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
に
つ
い
て
、
そ
の
「
創
意
工
夫
、
ユ
ー

モ
ア
の
上
手
さ
は
、『
フ
ァ
ン
フ
ッ
ラ
』
で
発
表
し
た
全
て
の
も
の
、
子
ど
も

（
23
）

（
24
）

（
25
）

た
ち
の
教
育
の
た
め
に
出
版
し
た
本
を
覚
え
て
お
け
ば
十
分
だ
ろ
う
」
と
述
べ

て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
と
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
の
仲
間
パ
ン
パ
ー
ナ
と
並

べ
な
が
ら
思
い
出
す
。「
皮
肉
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
た
パ
ン
パ
ー
ナ
の
微
妙
な

顔
は
、
カ
フ
ェ
の
私
た
ち
の
夕
べ
で
の
非
常
に
楽
し
い
話
題
だ
っ
た
。
パ
ン

パ
ー
ナ
は
、
自
然
史
博
物
館
の
と
て
も
気
持
ち
の
悪
い
剥
製
を
使
い
、
あ
る

晩
、
ロ
レ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
〔
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
〕
に
言
っ
た
、『
僕
と
一
緒
に
来
る
』

『
ど
こ
に
？
』、
パ
ン
パ
ー
ナ
は
『
僕
と
一
緒
に
来
て
』、
そ
し
て
市
場
に
連
れ

て
行
き
、『
ど
こ
に
連
れ
て
行
く
ん
だ
い
？
』『
自
然
の
空
気
を
少
し
吸
い
込
む

と
こ
ろ
へ
』
な
ど
と
い
う
他
愛
な
い
ジ
ョ
ー
ク
を
や
り
あ
い
な
が
ら
カ
フ
ェ
で

楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
、
パ
ン
パ
ー
ナ
の
「
言
葉
が
無
秩
序
で
、
エ
レ
ガ
ン

ト
な
服
を
着
て
い
た
」
の
で
、
ロ
レ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
〔
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
〕
は
彼

を
「
下
品
な
紳
士
」
と
呼
ぶ
な
ど
互
い
に
皮
肉
っ
ぽ
い
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
つ
け

あ
っ
て
遊
ん
で
い
た
と
い
う
。

そ
ん
な
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
一
八
五
六
年
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
新
聞
『
ラ
・
レ

ン
テ
』
の
編
集
協
力
と
し
て
、
三
つ
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
を
掲
載
し
た
。
こ
の
時

か
ら
、
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
い
始
め
た
。
そ
し
て
そ
の
年

末
に
、
ミ
ラ
ノ
の
『
リ
タ
リ
ア
・
ム
ジ
カ
ー
レ
』（
音
楽
、
文
学
、
美
術
、
演

劇
な
ど
の
新
聞
）
の
特
派
員
と
し
て
劇
場
シ
ー
ズ
ン
を
追
う
た
め
に
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
へ
と
向
か
い
、
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
の
楽
し
い
集
ま
り
か
ら
離

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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３　
『
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
』
と
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム

コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
第
二
次
独
立
戦
争
か
ら
戻
り
、
独
立
後
の
ト
ス
カ
ー
ナ

県
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
演
劇
検
閲
委
員
会
の
書
記
を
始
め
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
県
庁

で
二
等
書
記
官
、
一
等
書
記
官
な
ど
公
職
に
就
く
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
童
話

集
『
仙
女
の
物
語
』（
一
八
七
六
）
を
出
版
さ
せ
る
な
ど
子
供
向
け
の
執
筆
も

始
め
る
。
一
八
七
七
年
に
は
、
コ
ッ
ピ
ー
ノ
法
（
義
務
教
育
の
徹
底
化
）
に

反
対
す
る
「
公
教
育
大
臣
閣
下
へ
の
公
開
質
問
状
」
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

パ
ッ
ジ
書
店
よ
り
学
校
の
副
読
本
『
ジ
ャ
ン
ネ
ッ
テ
ィ
ー
ノ　

子
供
の
た
め
の

本
』
を
出
版
し
て
、
好
評
を
博
し
、
以
後
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
一
八

八
一
年
、『
フ
ァ
ン
フ
ッ
ラ
』
紙
の
付
録
の
週
刊
『
子
供
新
聞
』
に
「
あ
る
あ

や
つ
り
人
形
の
話
」
を
七
月
七
日
の
第
一
号
か
ら
連
載
を
開
始
し
、
一
〇
月
二

七
日
の
一
四
章
・
一
五
章
を
も
っ
て
連
載
終
了
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
子
供
た

ち
か
ら
続
行
の
要
求
が
殺
到
し
た
た
め
、
翌
一
八
八
二
年
二
月
一
六
日
か
ら
再

開
、
断
続
的
に
連
載
さ
せ
、
一
八
八
三
年
一
月
二
五
日
を
も
っ
て
完
結
さ
せ

た
。
同
年
二
月
に
エ
ン
リ
ー
コ
・
マ
ッ
ツ
ァ
ン
テ
ィ
の
挿
絵
付
き
で
パ
ッ
ジ
書

店
か
ら
出
版
し
た
の
が
三
六
章
か
ら
な
る
『
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
』
で
あ
っ

た
。こ

の
物
語
に
は
、
子
供
向
け
と
は
い
え
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
が
長
年
培
っ
て
き
た

独
特
の
社
会
風
刺
や
ユ
ー
モ
ア
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
木
の
棒
か
ら
つ

く
ら
れ
た
操
り
人
形
が
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
考

え
方
と
か
、
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
な
ど
仮
面
劇
（
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
）

を
引
き
継
い
だ
よ
う
な
民
衆
の
風
刺
的
な
喜
劇
の
伝
統
の
継
承
、
多
く
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
動
物
や
昆
虫
を
登
場
さ
せ
て
自
然
に
親
し
ま
せ
よ
う
と
い
う
気
質
、

「
良
い
子
」
と
い
う
既
成
の
道
徳
観
や
価
値
観
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
、
近
代

的
な
新
し
い
道
徳
観
を
提
示
し
た
い
と
い
う
考
え
な
ど
が
表
れ
て
い
た
。

そ
う
い
う
中
で
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
後
の
イ
タ
リ
ア

の
中
で
克
服
さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
た
子
供
に
関
わ
る
社
会
問
題
へ
の
眼
差

し
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
第
八
章
を
見
て
み
た
い
。
ジ
ェ
ッ
ペ
ッ
ト
（
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
「
お
と

う
さ
ん
」）
が
、
ピ
ノ
ッ
キ
オ
が
学
校
に
通
い
た
い
と
言
い
出
し
た
の
で
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
練
習
帳
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
真
冬
に
も
か

か
わ
ら
ず
自
分
の
上
着
を
売
っ
て
し
ま
う
と
い
う
段
で
あ
る
。

ピ
ノ
ッ
キ
オ
は
暖
房
用
の
火
鉢
に
両
足
を
の
せ
た
ま
ま
居
眠
り
を
し
て
し
ま

い
、
あ
く
る
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
両
足
が
す
っ
か
り
焼
け
て
い
た
。
ジ
ェ
ッ

ペ
ッ
ト
が
足
を
直
し
て
や
る
と
、
怠
け
者
の
ピ
ノ
ッ
キ
オ
が
「
お
と
う
さ
ん
へ

の
お
礼
に
、
ぼ
く
、
す
ぐ
に
学
校
へ
行
き
た
い
」
と
言
い
出
し
た
。
そ
こ
で
練

習
帳
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
社
会
状
況
を
み
る
と
、
義
務
教
育
を
推
進
す
る
コ
ッ

ピ
ー
ノ
法
が
発
布
（
一
八
七
七
年
）
さ
れ
、
六
歳
か
ら
九
歳
の
子
供
に
教
育
の

義
務
制
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
初
等
教
育
自
体
は
無
償
で
あ
っ
た
も
の
の
、
教

科
書
は
自
分
た
ち
で
買
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
そ
こ
に
怒
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り
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
国
民
た
ち
の
生
活
は
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
な
の

に
、
教
科
書
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
国
民
の
腹

を
満
た
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
ご
み
屑
の
中
か
ら
拾
い
上
げ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
し
か
家
族
に
与
え
ら
れ
な

い
、
粗
末
な
服
を
ま
と
い
、
飢
え
に
苦
し
む
労
働
者
に
、
あ
な
た
が
た
の
教
育

制
度
と
書
物
で
、
い
っ
た
い
何
を
さ
せ
た
い
と
あ
な
た
が
た
は
望
ん
で
い
る
の

で
す
か
？
〔
…
〕
わ
れ
わ
れ
は
、
も
う
少
し
胃
袋
で
思
考
す
べ
き
で
す
。
人
間

的
尊
厳
の
感
情
は
、
教
育
の
力
に
よ
っ
て
頭
脳
に
入
る
よ
り
も
、
パ
ン
の
力
に

よ
っ
て
、
は
る
か
に
よ
り
良
く
血
液
に
入
り
こ
む
こ
と
を
理
解
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」。
こ
れ
は
、
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
が
公
教
育
大
臣
に
書
い
た
公
開
質

問
状
で
あ
る
。
教
育
の
義
務
化
に
反
対
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
民
の
生
活

を
直
視
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
赤
貧
の
生
活
を
し
て
い
る

ジ
ェ
ッ
ペ
ッ
ト
が
、
寒
い
の
に
一
張
羅
の
上
着
を
売
ら
な
け
れ
ば
練
習
帳
を
買

い
え
な
い
社
会
の
現
実
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
第
三
〇
章
か
ら
第
三
三
章
に
か
け
て
の
話
も
興
味
深
い
。
学

校
に
行
か
ず
、
勉
強
も
せ
ず
に
ず
っ
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
お
も

ち
ゃ
の
国
」
へ
の
誘
い
に
ピ
ノ
ッ
キ
オ
が
の
っ
て
し
ま
う
段
で
あ
る
。

ピ
ノ
ッ
キ
オ
は
、
友
達
か
ら
「
こ
の
世
の
楽
園
」
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
る
。

最
初
は
拒
否
し
て
い
た
が
、
何
も
し
な
く
て
も
い
い
ん
だ
と
い
う
言
葉
に
惹
か

れ
、「
お
も
ち
ゃ
の
国
」
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
は
最
初
、
天
国
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
遊
び
呆
け
て
い
た
が
、
そ
う
し
て
い
る
間
に
な
ん
と
仔
ロ
バ

（
30
）

へ
と
変
身
し
て
い
き
、
サ
ー

カ
ス
団
に
売
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
（
図
３
）。
そ
こ

で
ピ
ノ
ッ
キ
オ
は
、
ダ
ン
ス

を
し
た
り
輪
く
ぐ
り
を
し
た

り
す
る
よ
う
に
仕
込
ま
れ
る

が
、
あ
る
晩
足
を
く
じ
い
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
再
び
売
り

に
出
さ
れ
、
今
度
は
仔
ロ
バ

の
皮
で
太
鼓
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
男
に
買
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
子
供
の
人
身
売
買
と
児
童
労
働
の
問
題
と
の
関
連
を

考
え
さ
せ
る
話
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
子
供
の
人
身
売
買
の
問
題
と
い
う
は
、
い
わ
ば
国
の
貧

困
の
問
題
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
特
に
後
進
地
域
の
農
村
で
み
ら
れ
て
い
た
が
、

一
九
世
紀
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
組
織
化
さ
れ
て
、
イ
タ
リ
ア
国
内
だ
け
で
な

く
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
に
ま
で
連
れ
ら
れ
て
、
大
道
芸

人
や
物
乞
い
と
し
て
働
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
イ
タ
リ
ア
南
部
の
村
々

で
は
、
貧
し
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
地
域
的
に
も
子
供
た
ち
が
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
の
演
奏
が
で
き
た
り
、
伝
統
的
な
舞
踏
が
得
意
だ
っ
た
り
と
、
芸
人
と
し

て
の
資
質
を
備
え
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
高
く
売
買
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に

は
、「
こ
の
よ
う
な
流
れ
芸
人
の
場
合
に
、
年
齢
に
反
比
例
し
て
、
小
さ
け
れ

（
31
）

図３　�エンリコ・マッツァンティ画「ピノッ
キオの冒険」（1883年の初版）第33
章挿絵
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ば
小
さ
い
ほ
ど
、
民
衆
の
同
情
を
ひ
き
、
哀
れ
み
を
買
っ
て
投
げ
与
え
ら
れ
る

お
金
も
多
か
っ
た
」
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
国
の
議
会
で
も
議
論
さ
れ

て
い
て
、
一
八
七
二
年
当
時
の
外
務
大
臣
が
、
パ
リ
で
約
三
〇
〇
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
約
六
〇
〇
人
の
イ
タ
リ
ア
の
子
供
た
ち
が
大
道
芸
人
や
物
乞
い
を
し

て
い
る
実
態
を
取
り
上
げ
、
法
案
審
議
を
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

子
供
の
人
身
売
買
は
法
律
で
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
児
童
労

働
の
問
題
へ
と
質
を
変
え
て
い
っ
た
だ
け
と
も
言
え
た
。
例
え
ば
、
シ
チ
リ
ア

の
硫
黄
鉱
山
で
の
児
童
労
働
は
、
一
八
七
八
年
当
時
の
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
た
。
硫
黄
の
採
掘
は
、
シ
チ
リ
ア
の
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
採

掘
方
法
は
児
童
労
働
に
す
べ
て
を
依
存
す
る
異
様
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
も
坑
道
は
子
供
し
か
通
れ
な
い
ほ
ど
の
狭
さ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
も
傾
斜
角
度
は
急
で
、
地
底
深
く
潜
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
、
そ

こ
か
ら
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
量
の
荷
物
を
運
ぶ
と
い
う

過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
労
働
が
一
日
八
時
間
か
ら
一
〇
時
間
も
続
い
た

と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
の
子
供
の
背
が
曲
が
り
、
ヘ
ル
ニ
ア
や
胸
を
患
っ
て
い
っ

た
と
い
う
悲
し
い
実
態
が
あ
っ
た
。

ピ
ノ
ッ
キ
オ
が
「
お
も
ち
ゃ
の
国
」
に
惹
か
れ
な
が
ら
、
サ
ー
カ
ス
団
に
売

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
話
は
、
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
が
当
時
の
社
会
背
景
を
考
え
、

子
供
の
人
身
売
買
や
児
童
労
働
と
い
う
現
実
の
問
題
を
念
頭
に
つ
く
っ
た
物
語

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
の
リ
ア
リ
ズ

ム
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
32
）

（
33
）

（
34
）

４　

マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
の
成
立

シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
は
、
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
多
く
の
仲
間
た
ち
に
出

会
い
、
そ
れ
ま
で
の
歴
史
画
や
肖
像
画
な
ど
を
中
心
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

絵
画
、
あ
る
い
は
歴
史
主
義
的
な
絵
画
と
は
違
う
方
向
を
、
来
た
る
新
し
い
表

現
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
た
だ
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
お
い
て
何

か
を
確
実
に
つ
か
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
イ
タ
リ
ア
国
内
を
旅
し
な

が
ら
そ
の
機
が
熟
す
る
の
を
探
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
一
八
五
六
年
に
友
人
の
ダ
ン
コ
ー
ナ
と
と
も
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

向
か
う
旅
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
旅
は
、
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
仲
間
た

ち
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
で
、
ひ
と
つ
の
騒
ぎ
と
し
て
記
録
さ

れ
て
い
る
。「
ダ
ン
コ
ー
ナ
と
私
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
旅
行
を
提
案
し
た

時
、
そ
し
て
出
発
の
前
夜
、
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
仲
間
た
ち
は
と
て

も
奇
異
な
こ
と
を
提
案
し
た
。
み
ん
な
で
輪
を
作
っ
て
と
り
囲
み
、
私
た
ち
を

怖
が
ら
せ
る
よ
う
な
ひ
ど
い
詩
を
即
興
で
朗
読
し
た
。〔
…
〕
悲
鳴
、
笑
い
、

喧
噪
、
容
赦
な
い
詩
、〔
…
〕
拍
手
喝
采
、
混
乱
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
。
ダ
ン
コ
ー
ナ
と
私
は
、
機
を
見
て
逃
げ
た
。
こ
れ
で
騒
乱
が
終

わ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
、
と
い
う
の
も
私
た
ち
の
出
発
に
気
づ
い
た
彼
ら
は
、

20
人
程
一
緒
に
カ
フ
ェ
を
出
て
、
一
晩
中
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
歩
き
回
り
、
明
け

方
に
「
バ
ン
ザ
イ
旅
行
者
」
と
大
声
で
叫
び
、〔
…
〕
親
切
に
も
彼
ら
は
私
た

ち
を
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
」
の
だ
と
い
う
。

（
35
）
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旅
先
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
、
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
は
技
術
的
に
「
光
の
感

度
」
を
深
め
な
が
ら
洗
練
さ
せ
よ
う
と
し
、
よ
り
直
感
的
に
取
り
組
ん
だ
。
つ

ま
り
素
早
く
「
マ
ッ
キ
ア
（
斑
点
）」
を
強
調
し
な
が
ら
、
描
い
て
い
く
方
法

を
試
み
た
の
で
あ
る
。

ま
た
彼
は
、
社
会
的
な
関
心
と
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
路
地
や
広
場
を
歩
き

な
が
ら
、
そ
こ
の
ゲ
ッ
ト
ー
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
き
、
そ
の
研
究
を
始
め

た
。
そ
し
て
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
区
》（
一
八
六
〇
年
頃
）
と

い
う
小
品
も
描
い
た
の
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ラ
・
ベ
ラ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

や
カ
フ
ェ
・
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
に
通
い
、
外
国
の
文
学
者
や
芸
術
家
た
ち
と
も
頻

繁
に
交
流
し
た
よ
う
だ
。

絵
画
の
研
究
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
戻
っ
て
か
ら
も
続
い
た
。
シ
ニ
ョ
リ
ー

ニ
は
、「
マ
ッ
キ
ア
と
は
、
絵
画
上
の
明
暗
表
現
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
古

い
流
派
の
重
大
な
欠
陥
か
ら
自
分
を
解
放
し
、
絵
画
に
お
け
る
量
塊
性
と
浮
彫

性
を
犠
牲
に
し
て
、
実
体
の
大
い
な
る
透
明
性
を
得
る
方
法
」
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
西
洋
絵
画
に
お
け
る
明
暗
法
や
透
視
図
法
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が

目
に
す
る
自
然
の
光
や
現
実
の
世
界
を
映
し
出
そ
う
と
い
う
の
が
マ
ッ
キ
ア
イ

オ
ー
リ
の
手
法
で
あ
っ
た
。
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
は
、
友
人
の
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
・

レ
ー
ガ
ら
と
と
も
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ピ
ア
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ナ
に
お
い
て
研
究

を
重
ね
た
。「
そ
こ
は
完
全
に
緑
豊
か
な
地
域
で
、
家
族
の
単
位
で
菜
園
や
小

さ
な
農
場
が
あ
り
、
都
市
生
活
（
イ
タ
リ
ア
）
の
問
題
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
場
所

で
あ
っ
た
。「
戸
外
」
で
の
研
究
は
順
調
に
行
わ
れ
、
そ
こ
で
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

は
好
奇
心
と
関
心
を
も
っ
て
、
文
化
的
な
準
備
を
し
、
気
配
り
を
し
、
熱
心
に

資
料
を
読
み
、
議
論
の
準
備
を
」
し
て
絵
画
の
研
究
を
進
め
た
。「
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
で
形
を
成
す
『
戸
外
』
絵
画
の
新
し
い
研
究
は
、〔
…
〕『
主
に
』
斑
点
の

理
論
に
よ
る
も
の
で
」
で
あ
り
、「
光
の
研
究
は
、
自
然
と
の
直
接
的
な
関
係

と
太
陽
の
光
な
し
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
シ
ニ
ョ

リ
ー
ニ
は
、
プ
ル
ー
ド
ン
の
思
想
を
芸
術
に
お
い
て
実
践
し
よ
う
と
試
み
た
。

そ
れ
は
、「
社
会
的
規
範
の
制
約
を
超
え
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、
真
実
を
追
求

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
す
る
彼
〔
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
〕
の
主
張
の
根
拠
と

な
っ
て
い
た
。
芸
術
は
、
時
代
の
目
撃
者
と
し
て
の
力
を
担
い
、
嘘
偽
り
な
い

表
現
を
め
ざ
す
と
い
う
新
目
標
を
掲
げ
」
た
の
で
あ
っ
た
。

以
下
で
そ
の
時
代
の
目
撃
者
と
し
て
の
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
の
作
品
を
見
て
い
き

た
い
。

５　

シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
の
作
品
と
リ
ア
リ
ズ
ム

最
初
に
見
る
作
品
は
、《
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
聖
ボ
ニ
フ
ァ
ツ
ィ
オ
病
院
の
錯

乱
の
部
屋
》（
図
４
）（
一
八
六
五
年
）
で
あ
る
。

聖
ボ
ニ
フ
ァ
ツ
ィ
オ
病
院
と
は
、
一
七
八
八
年
に
近
代
的
な
精
神
医
療
を
め

ざ
し
て
設
立
さ
れ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
病
院
で
あ
る
。
当
時
の
ト
ス
カ
ー
ナ
公

国
は
、
非
常
に
高
い
死
亡
率
を
引
き
起
こ
す
な
ど
の
理
由
で
監
禁
を
唯
一
の
目

的
と
し
な
い
「
精
神
障
害
者
に
関
す
る
法
律
」
を
一
七
七
四
年
に
公
布
し
、
そ

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）
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こ
で
精
神
障
害
者
の

た
め
の
新
し
い
臨
床

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
た
。
拘
束

ツ
ー
ル
な
ど
を
使
わ

な
い
、
体
罰
を
し
な

い
、
強
制
労
働
を
し

な
い
と
い
う
方
針
も

も
っ
て
い
た
も
の
の
、
一
八
一
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
医
学
事
典
の
な
か
で
、
錯

乱
者
を
鎖
に
つ
な
ぐ
処
置
が
批
判
さ
れ
た
り
し
た
。
一
八
六
〇
年
代
半
ば
以

降
、
精
神
病
院
数
が
増
え
る
な
か
で
、
患
者
に
対
す
る
冷
酷
な
処
置
が
絶
え
ず

大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
と
く
に
女
性
患
者
た
ち
は
、
家
父
長
的
な
社
会
構

造
の
な
か
で
自
由
な
行
動
を
奪
わ
れ
、
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
て
い
た
。
シ

ニ
ョ
リ
ー
ニ
は
こ
う
し
た
精
神
病
院
の
問
題
を
直
視
し
、
冷
静
か
つ
緊
張
感
を

も
っ
て
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
自
分
の
目
で
見
た
病
院
内
の
異
様
に
感
じ
た
光

景
を
、
そ
の
ま
ま
に
絵
画
と
し
て
仕
上
げ
た
の
で
あ
る
。

劇
作
家
の
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ジ
ャ
コ
ー
ザ
は
、
展
評
で
「《
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

精
神
病
院
の
錯
乱
の
部
屋
》
は
恐
怖
の
震
え
を
与
え
る
絵
で
あ
る
。
私
は
好
き

で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
深
く
恐
ろ
し
い
魅
力
を
発
揮
し
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

実
現
し
な
か
っ
た
作
者
の
正
義
感
と
強
靭
さ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 （

46
）

（
47
）

（
48
）

エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
も
、
こ
の
作
品
に
興
味
を
示
し
て
い
る
。
一
八
七
五
年

に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
て
い
て
、
そ
の
時

の
印
象
を
マ
ル
ス
ラ
ン
・
デ
ブ
ー
タ
ン
に
伝
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
デ
ブ
ー

タ
ン
は
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
へ
の
手
紙
で
、「
親
愛
な
る
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
、
ド
ガ
は

あ
な
た
の
国
、
素
晴
ら
し
い
イ
タ
リ
ア
に
戻
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
幸
せ
で

し
た
〔
…
〕
私
は
あ
な
た
が
充
実
し
た
独
創
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
と
ド
ガ
か

ら
聞
き
ま
し
た
。
彼
は
あ
な
た
の
芸
術
的
傾
向
に
感
銘
を
受
け
て
お
り
、
あ
な

た
の
狂
人
の
絵
は
、
力
強
く
独
創
的
な
作
品
で
ま
さ
に
熱
狂
的
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
い
た
と
い
う
。

一
九
世
紀
の
精
神
病
の
状
況
は
、
多
く
の
理
論
的
な
革
新
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
と
く
に
組
織
的
な
構
造
に
お
い
て
対
応
が
で
き
ず
、
隔
離
措
置
な
ど
酷
い

保
健
状
況
、
古
い
偏
見
の
ま
ま
の
絶
望
的
な
状
況
が
続
い
て
い
た
と
も
伝
わ

る
。
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
が
告
発
す
る
こ
の
よ
う
な
作
品
は
多
く
の
人
に
強
い
印
象

を
与
え
た
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
別
の
作
品
を
見
た
い
。《
ポ
ル
ト
フ
ェ
ッ
ラ
イ
オ
強
制
労
働
収

容
所
》（
図
５
）（
一
八
八
八
―
九
四
年
頃
）
で
あ
る
。

ポ
ル
ト
フ
ェ
ッ
ラ
イ
オ
強
制
労
働
収
容
所
は
、
エ
ル
バ
島
に
あ
り
、
シ
ニ
ョ

リ
ー
ニ
が
滞
在
中
に
訪
ね
た
刑
務
所
で
あ
る
。
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
が
な
ぜ
そ
の
刑

務
所
に
関
心
を
持
っ
て
描
い
た
の
か
の
詳
細
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
芸
術
は

時
代
の
目
撃
者
と
し
て
の
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
の
自
覚
を
実
践
し
た
だ
け
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
は
深
い
感
慨
を
も
っ
て
そ
こ
で
見
た

（
49
）

（
50
）

図４　�テレマコ・シニョリーニ《フィレ
ンツェ、聖ボニファツィオ病院の
錯乱の部屋》1865年、油彩、66×
59cm、カ・ペーザロ近代美術館
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刑
務
所
内
部
の
光
景
を

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
写

し
て
み
せ
た
。

囚
人
た
ち
の
顔
は
見

る
か
ら
に
や
せ
衰
え
て

い
て
、
刑
務
所
に
お
け

る
抑
圧
的
な
空
気
を
反

映
さ
せ
て
暗
い
色
で
描

い
て
い
る
。
そ
の
作
品

に
つ
い
て
、
あ
る
識

者
は
、
マ
ザ
ッ
チ
オ

の
《
己
の
影
で
病
者
を

癒
す
聖
ペ
テ
ロ
》（
一
四
二
五
―
一
四
二
八
）
を
思
い
浮
か
べ
る
と
言
い
、
別

の
識
者
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
《
刑
務
所
の
中
庭
》（
一
八
九
〇
年
）
を
思

い
浮
か
べ
る
と
い
う
。
そ
の
一
種
異
様
な
雰
囲
気
は
、
そ
の
遠
近
空
間
か
ら
発

生
し
て
い
る
。
透
視
図
法
の
消
失
点
に
唯
一
の
格
子
窓
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
光

が
注
が
れ
て
、
そ
の
光
を
背
景
と
し
て
黒
い
服
の
検
査
官
と
白
い
服
の
監
視
人

が
査
察
し
て
い
る
図
で
あ
る
。
回
廊
の
よ
う
な
部
屋
に
は
囚
人
た
ち
が
壁
を
背

に
し
て
整
然
と
並
ば
さ
れ
、
検
査
官
た
ち
の
厳
し
い
視
線
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
人
間
性
を
抑
圧
す
る
よ
う
な
社
会
制
度
に
対
す
る
あ
る
種
の
嫌
悪

や
義
憤
な
ど
が
感
じ
ら
れ
、
心
理
的
な
効
果
を
ね
ら
っ
た
構
図
で
あ
る
。
そ
れ

（
51
）

（
52
）

は
、「
ヴ
ェ
ル
ガ
や
ゾ
ラ
の
自
然
主
義
文
学
」
に
通
じ
る
だ
け
で
な
く
、「
一
九

世
紀
後
半
に
芸
術
家
や
知
識
人
も
巻
き
込
ん
だ
無
政
府
主
義
的
で
社
会
主
義
的

な
要
求
に
関
す
る
議
論
」
に
も
通
底
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
の

リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
は
、
そ
こ
に
あ
る
人
物
や
静
物
を
リ
ア
ル
に
写
す
と
い
う
写

実
主
義
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
の
社
会
制
度
や
社
会
状
況
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る

人
々
に
対
す
る
視
点
を
も
ち
な
が
ら
そ
の
実
相
を
伝
え
よ
う
と
し
た
絵
画
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
と
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
独
立
戦
争

に
参
加
し
た
経
緯
や
そ
こ
で
の
体
験
、
戦
争
の
様
子
な
ど
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
の
出
会
い
や
そ
の
仲
間

た
ち
の
様
子
を
見
て
き
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
歩
み
と
と
も
に
、
代
表
作
の
詳

細
を
考
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
法
が

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。

そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
お
け
る
そ
の
共
通
点
と
相
違
点
を

確
認
し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。

ま
ず
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
の
特
質
を
考
え
て
み
る
と
、
彼
は
児
童
文
学
の
作
家
で

あ
る
前
に
、
編
集
者
で
あ
り
、
批
評
家
、
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
の
作
家
、
喜
劇
作
家

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
鋭
い
批
評
的
精
神
を
も
っ
て
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
常

（
53
）

（
54
）

図５　�テレマコ・シニョリーニ《ポルトフェッライオ強制
労働収容所》1888-94年頃、油彩、56×80cm、ピッティ
宮殿近代美術館
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に
発
言
を
続
け
て
き
た
。『
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
』
を
書
い
た
の
も
そ
う
し
た

流
れ
の
な
か
で
あ
っ
た
。
子
供
に
喜
ば
れ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
要
素
を
多
く
取
り

入
れ
な
が
ら
も
、
社
会
を
映
し
出
そ
う
と
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
の
感
覚
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
た
た
め
に
、「
国
王
を
敬
い
、
命
を
賭
し
て
祖
国
を
守
る
兵
士
を
讃

美
し
て
、
少
国
民
の
形
成
」
に
寄
与
し
よ
う
と
し
た
エ
ド
モ
ン
ド
・
デ
・
ア

ミ
ー
チ
ス
の
『
ク
オ
ー
レ
』
と
は
対
極
の
作
品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
の
特
質
は
、
基
本
的
に
歴
史
主
義
な
ど
伝
統
的
な
絵
画
に
疑

問
を
持
っ
て
い
て
新
し
い
表
現
方
法
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
プ
ル
ー

ド
ン
の
思
想
を
学
び
社
会
の
実
相
を
写
そ
う
と
い
う
目
撃
者
と
し
て
の
使
命
感

を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
は
、《
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
聖
ボ
ニ
フ
ァ
ツ
ィ

オ
病
院
の
錯
乱
の
部
屋
》
や
《
ポ
ル
ト
フ
ェ
ッ
ラ
イ
オ
強
制
労
働
収
容
所
》
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
透
視
図
法
や
光
の
表
現
方
法
を
駆
使

し
な
が
ら
、
社
会
の
隠
れ
た
実
像
を
如
実
に
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
ユ
ー
モ
ア
や
風
刺
を
交
え
な
が
ら
、
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ

は
、
新
し
い
表
現
法
を
開
発
し
な
が
ら
、
と
い
う
違
い
は
あ
っ
た
が
、
二
人
に

は
、
社
会
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
提
示
し
よ
う
と
い
う
リ
ア

リ
ズ
ム
の
感
覚
が
通
底
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
感
覚
は
、
マ
ッ
キ

ア
イ
オ
ー
リ
の
画
家
た
ち
や
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
の
作
家
た
ち
に
も
共
通
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

�

（
た
に
ふ
じ
・
ふ
み
ひ
こ
／
一
般
社
団
法
人
下
瀬
美
術
館
）

（
55
）

註（１
）　

一
九
世
紀
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
を
標
榜
し
た
一
派
。

そ
れ
ま
で
の
歴
史
主
義
的
な
絵
画
を
脱
し
、
陰
影
に
よ
る
表
現
で
は
な
く
、「
マ
ッ

キ
ア
（
斑
点
）」
を
利
用
し
て
光
の
表
現
を
求
め
た
。

（
２
）　

カ
ル
ロ
・
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
が
、
一
八
八
一
年
か
ら
『
フ
ァ
ン
フ
ッ
ラ
』
紙
付
録

の
週
刊
『
子
供
新
聞
』
に
「
あ
る
あ
や
つ
り
人
形
の
話
」
と
し
て
連
載
さ
せ
た
物

語
。
一
五
章
を
も
っ
て
終
了
と
し
た
が
、
子
供
た
ち
か
ら
続
行
を
求
め
る
多
く
の

声
に
応
え
て
再
開
、
一
八
八
三
年
に
三
六
章
を
も
っ
て
完
結
さ
せ
た
。
同
年
『
ピ

ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
』
と
題
し
て
出
版
し
た
も
の
。

（
３
）　

一
九
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
の
現
実
の
物
事
を
正
確
に
描
こ
う
と
い
う
絵
画
運

動
で
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
な
ど
が
い
た
。
文
学
で
は
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・

フ
ロ
ベ
ー
ル
な
ど
が
い
た
。

（
４
）　Le tre lettere di C

arlo Lorenzini sono conservate presso la 
Biblioteca N

azionale di Firenze. In: Rossana D
edola, P

in
occh

io e 

C
ollod

i su
l palcoscen

ico d
el m

on
d

o, Bertoni Editore, 2019, p.52.

（
５
）　ibid., p.54.

（
６
）　

藤
澤
房
俊
『
ピ
ノ
ッ
キ
オ
と
は
誰
で
し
ょ
う
か
』
太
陽
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、

七
八
頁
。

（
７
）　

同
書
、
七
九
頁
。

（
８
）　Rossana D

edola, op. cit., p.62.

（
９
）　

Il lam
pion

e, 14 agosto 1848. In: ibid., p.61.

（
10
）　

第
一
次
独
立
戦
争
時
に
熱
烈
な
共
和
主
義
者
で
あ
っ
た
コ
ッ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
第

二
次
独
立
戦
争
の
時
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
統
一
を
支
持
す
る

君
主
主
義
者
と
な
っ
て
い
た
。（
藤
澤
房
俊
、
前
掲
書
、 

八
四
頁
。）

（
11
）　

藤
澤
房
俊
、
同
書
、
八
二
―
八
三
頁
。

（
12
）　Rossana D

edola, op. cit., p.85.
（
13
）　ibid., p.90.

エ
ミ
リ
ア
＝
ロ
マ
ー
ニ
ャ
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
な
ど
の
中
部
イ
タ
リ
ア
は

住
民
投
票
に
よ
っ
て
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
へ
併
合
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
の
投
票
数

と
思
わ
れ
る
。

（
14
）　

カ
フ
ェ
・
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
一
八
五
〇
年
頃
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
出
来

た
カ
フ
ェ
で
、
一
八
六
六
年
頃
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
一
八
五
五
年
頃
を
中
心
に
多
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く
の
芸
術
家
、
文
化
人
た
ち
が
集
い
、
後
に
マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
と
い
う
動
き

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
有
名
と
な
っ
た
。
ガ
エ
タ
ー
ノ
・
ビ
ア
ン
キ
に

よ
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
肖
像
画
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
中
か
ら

集
ま
り
、「
北
の
人
た
ち
の
唯
物
論
す
ぎ
、
南
の
人
た
ち
の
形
而
上
学
的
す
ぎ
る

議
論
」
が
毎
晩
の
よ
う
に
交
わ
さ
れ
、「
グ
ラ
ス
と
ト
レ
ー
が
枯
れ
葉
の
よ
う

に
飛
び
か
（T

elem
aco Signorini, C

aricatu
risti e C

aricatu
rati al C

afè 

“M
ich

elan
giolo” , Stabilim

ento G. Civelli, Firenze, 1893. p.132.

）」
う
ほ

ど
だ
っ
た
。
カ
フ
ェ
の
熱
が
冷
め
る
と
、「
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
は
死
に
、
風
刺
漫
画
家

や
風
刺
画
家
」（ibid., p.129.

）
も
残
ら
な
か
っ
た
と
シ
ニ
ョ
リ
ー
ニ
は
述
べ
て
い

る
。

（
15
）　Lara V

inca M
asini, T

elem
aco S

ign
orin

i, Edizioni d ’A
rte il Fiorino, 

1983, p.42.

（
16
）　ibid., p.43.

（
17
）　

シ
モ
ネ
ッ
ラ
・
コ
ン
デ
ー
ミ
「
作
品
解
説
」（
谷
藤
史
彦
訳
）『
イ
タ
リ
ア
の
印

象
派　

マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
』
読
売
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
、
七
〇
頁
。

（
18
）　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
デ
ィ
ー
ニ
「
マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー
リ
、
イ
タ
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リ

ズ
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の
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た
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」（
平
泉
千
枝
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イ
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リ
ア
の
印
象
派　

マ
ッ
キ
ア
イ
オ
ー

リ
』、
二
四
―
二
五
頁
。

（
19
）　T

elem
aco Signorini, ’Il Caffè M

ichelangiolo ’ in G
azzettin

o d
elle arti 

d
el d

isegn
o, Le M

onnier, Florence, 25 M
ay, 15 June, 6 July, 15 July, 29 

July 1867. 

所
収
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デ
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ニ
、
同
書
、
二
六
頁
。

（
20
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、
同
書
、
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頁
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）　Lara V
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fè 

“M
ich

elan
giolo” , op.cit.,, 1893, P.16.

（
25
）　
『
フ
ァ
ン
フ
ッ
ラ
』
は
、
一
八
七
〇
年
に
創
刊
さ
れ
、
最
初
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
、

次
に
ロ
ー
マ
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
。

（
26
）　ibid., p.36.
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冒
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光
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の
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同
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